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【サマリー】 

一般社団法人都城青年会議所 ２０２１年度 地域活性グループ 
ＡＣＴＩＶＥ委員会 

委員長 東迫 紀憲 

設置背景 

〇肉と焼酎のふるさと・みやこんじょ花火大会 
「肉と焼酎のふるさと・みやこんじょ花火大会」は今年で第７回目を迎えます。近年では

地域外より来場される方も増加し、都城の魅力を圏域内外へＰＲする事業として浸透し

てきました。その一方で、回を重ねるごとに、運営上の問題点、来場される皆様への課題

があることを忘れてはなりません。より魅力的で安心・安全・快適な花火大会を提供して

いくために、会場選定も視野に入れながらそれらを調査・検証する必要があります。そし

て、コロナの収束もいまだ見えず、非常な状態が日常化している今、青年会議所の理念で

もある明るい豊かな社会づくりを推し進める必要があります。さらに、昨年度実施した対

内対外への意識調査の検証をすると共に移管の検討も踏まえながら、今後の発展に繋げ

て行く必要もあります。 
〇花火決起例会 
都城青年会議所が主管・共催団体で行う花火大会の歴史には、創立２５周年記念事業とし

て行われた花火大会（のちのウエルネス花火大会）や、現在の「肉と焼酎のふるさと・み

やこんじょ花火大会」があります。この花火大会の前身である「南九州愛郷フェスタ」は、

当時公益社団法人として継続していくために大きな核となる柱を持つという考えから始

まり、２０１５年度に池田市長・都城市との間で『南九州で一番の花火大会を』という依

頼のもと、都城青年会議所が主催で花火大会が復活し「肉と焼酎のふるさと・みやこんじ

ょ花火大会」と名を変え今尚、発展継続しております。圏域内外から認知されつつあるこ

の花火大会ですが、近年の運営上の問題点として、年々減少傾向にあるメンバーへの負担

の過多が挙げられます。これらを調査・分析すると共に、これまでの花火大会の歴史的背

景を学び、新たに都城圏域の市民の皆様との連携強化を図り、一体となって花火大会を成

功させる必要があります。 

設置目的 

〇肉と焼酎のふるさと・みやこんじょ花火大会                                   
■地域活性化の実現 
新型コロナウイルスの自粛規制により疲弊している都城圏内外に対し、花火をきっかけ

に喪失感を払拭し笑顔を取り戻すことを目的とします。 
〇花火決起例会 
■花火大会への機運を高める例会の実施 
過去５回の花火大会について調査・分析を行い、過去の歴史と背景を学ぶ機会を創造する

と共に、市民サポーターと花火大会の成功を目指し、関係構築を図ることを目的としま

す。 



活動概要 
1.「肉と焼酎のふるさと・みやこんじょ花火大会」を実施します。 
2.「花火決起例会」を実施します。 

ＫＧＩ 
（目標達成指標） 

1.来場者数７万人達成 
2.毎年、参加頂く市民サポーター３０名確保（大学生・高校生・各種団体） 

ＫＳＦ 
（ＫＧＩ達成のポイント・プロセス） 

1.花火大会の会場選定・意識調査の検証 
2.市民サポーターの参加推進(高校・大学・各種団体訪問) 

ＫＰＩ 
（ＫＧＩ達成のための中間指標） 

1.安全安心な花火大会として、救急隊の出動を要する事故０件での開催 
2.花火大会へ参加の確約を頂く市民サポーター３０名達成（大学生・高校生・各種団体） 

S D G s 【１１ 住み続けられるまちづくりを・１７ パートナーシップで目標を達成しよう】 

政策手法 

・肉と焼酎のふるさと・みやこんじょ花火大会 
①理由 新型コロナウイルスの自粛規制により疲弊している都城圏内外に対し、花火を

きっかけに喪失感を払拭し笑顔を取り戻すため 
②手法 日時：２０２１年１０月 
場所：高城観音池公園自由広場(仮) 
アンケート結果によって内容の変更有 
③行動 安全安心な花火大会として、救急隊の出動を要する事故０件で開催します。 
・花火決起例会 
①理由 過去５回の花火大会について調査・分析を行い、過去の歴史と背景を学ぶ機会を

創造すると共に、市民サポーターと花火大会の成功を目指し、関係構築を図るために。 
②手法 日時：２０２１年６月 
場所：グリーンホテル(仮) 
・過去５回の検証・分析をもとに改善策を伝える。 
・花火大会での役割説明 
・サポーターの招集、顔合わせ（高校・大学・一般） 
③行動 ・花火大会へ参加の確約を頂く市民サポーター３０名達成（大学生・高校生・各

種団体） 

パートナー 

宮崎県、都城市、都城観光協会、都城商工会議所、 (公財)みやざき観光コンベンション協

会、ＪＡ宮崎経済連、高城町商工会議所、(一財)都城圏域地場産業振興センター、朝日新

聞社、読売新聞西部本社、毎日新聞社、西日本新聞社、南日本新聞社、宮崎日日新聞社、

ＮＨＫ宮崎放送局、ＭＲＴ宮崎放送、ＵＭＫテレビ宮崎、エフエム宮崎、ＢＴＶ株式会社、

都城ぼんち地域振興株式会社、都城市消防団、焼肉カーニバル実行委員会、（有）柿園花

火、盆地まつり実行委員会、宮崎大学、南九州大学 
 
【職務分掌】 
１．「肉と焼酎のふるさと・みやこんじょ花火大会」の実施 
２．「肉と焼酎のふるさと・みやこんじょ花火大会」の移管の検討 
３．「花火決起例会」の実施  
４．サマーコンファレンス「横浜」への参加企画 
５．島津発祥まつりの協力支援窓口 
６．Meat ツーリズム実行委員会協力支援 
７．会員拡大［最重要］ 


